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○田川市学校施設の利用に関する規則 

令和元年９月１９日 

教育委員会規則第７号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１３７条の規定により田

川市立小学校及び中学校（以下「学校」という。）の施設及び設備を学校教育上支障の

ない限り社会教育その他公共のために利用させることに関し、他の法令で定めるものの

ほか、必要な事項を定めるものとする。 

（利用を許可する施設及び設備） 

第２条 利用を許可する施設及び設備は、別表に掲げるものとする。 

２ 前項に規定する施設を利用する場合に限り、駐車場を利用できるものとする。 

（利用時間） 

第３条 施設の利用時間は、午後５時から午後１０時までとする。ただし、田川市立学校

管理規則（昭和３３年教育委員会規則第２号）第３条第１項に規定する学校の休業日は、

午前８時から午後１０時までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、田川市教育委員会又は学校長（以下「教育委員会等」とい

う。）は、特に必要があると認めるときは、利用時間を変更することができる。 

（利用許可の申請） 

第４条 施設を利用しようとする者は、事前に田川市立学校校舎利用許可申請書（様式第

１号）を、田川市教育委員会（以下「委員会」という。）に提出し、許可を受けなけれ

ばならない。 

２ 前項の規定による提出は、利用を希望する日の７日前までに行わなければならない。

ただし、特別の事情があると委員会が認めるときは、この限りでない。 

（利用の許可） 

第５条 委員会は、前条の申請を許可したときは、田川市立学校施設利用許可書（様式第

２号）を交付する。 

２ 施設の利用許可を受けた者（以下「利用者」という。）は、利用中常に田川市立学校

施設利用許可書を携行しなければならない。 

３ 委員会は、学校教育上特に必要があると認めるときは、利用許可を取り消し、又は利

用許可の内容を変更することができる。 
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（利用の制限） 

第６条 施設の利用が次の各号のいずれかに該当するときは、委員会は、その利用を許可

してはならない。 

（１） 営利を目的とする利用 

（２） 政治的活動又は宗教的活動のための利用 

（３） 公益を害し、又は風俗を乱すおそれがあるとき。 

（４） その他特に利用が不適当と認められるとき。 

（利用者の責務） 

第７条 利用者は、その利用に当たっては、施設の善良な管理者としての責任と注意を払

わなければならない。 

（利用者の守るべき事項） 

第８条 利用者は、次に掲げる事項を守らなければならない。 

（１） 施設内を不潔にしないこと。 

（２） 許可なく火気を使用しないこと。 

（３） 飲酒又は喫煙をしないこと。 

（４） 施設又は設備を破損若しくは滅失させたときは教育委員会等に届け出ること。 

（５） 施設の管理運営上の必要から教育委員会等の職員（以下「職員」という。）が

行う指示又は指導に従うこと。 

（権利譲渡の禁止） 

第９条 利用者は、利用する権利を譲渡し、若しくは転貸することはできない。 

（許可の取消し等） 

第１０条 委員会は、利用者が次の各号のいずれかに該当するときは、利用の許可を取り

消し、若しくは利用を制限し、又は職員をして停止させることができる。 

（１） 第６条各号のいずれかに該当する行為があったとき。 

（２） 第８条各号のいずれか又は前条の規定に反する行為があったとき。 

（損害賠償） 

第１１条 利用者は、建物又は設備を毀損し、又は紛失したときは、委員会が相当と認め

る損害額を賠償しなければならない。 

（委任） 

第１２条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は教育長が別に定める。 
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附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、令和元年１０月１日から施行する。 

（田川市立学校校舎使用料条例施行規則の廃止） 

２ 田川市立学校校舎使用料条例施行規則（昭和３５年教育委員会規則第２号）は、廃止

する。 

別表（第２条関係） 

利用を許可する施設及び設備 

施設名 設備名 

屋内運動場 照明設備 

教室（特別教室を除く。） ― 

運動場 ― 
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様式第１号（第４条関係） 

様式第２号（第５条関係） 

 


